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スポーク機関 国⽴⼤学法⼈北陸先端科学技術⼤学院⼤学(JAIST)
機関代表/業務実施者 先端科学技術研究科・⾼村由起⼦

⽂部科学省マテリアル先端リサーチインフラ
(ARIM)事業/データ管理の状況について



ARIM事業と推進体制
文部科学省マテリアル先端リサーチインフラ
（Advanced Research Infrastructure for 
Materials and Nanotechnology, ARIM）事
業には全国から25機関が参加。

•1000台の最先端装置の共用
•500名の高度専門技術者による技術支援・技
術代行
利用形態：

課金と利用内容の公開が前提 マテリアル先端リサーチインフラパンフレットより
https://nanonet.mext.go.jp/data/doc/1657860657_doc_10_0.pdf



ARIM事業とマテリアルDXプラットフォーム構想
ARIM事業では、装置共用に加えて、
装置利用に伴い創出されるマテリ
アルデータを利活用しやすいよう
構造化した上で提供

→データ創出を担う

R3〜R12 10年プロジェクト

新しい利用形態：

マテリアル先端リサーチインフラパンフレットより
https://nanonet.mext.go.jp/data/doc/1657860657_doc_10_0.pdf

2025年度には
100万データ/年

マテリアルDXプラットフォーム





ARIM事業におけるデータ構造化



ARIM事業におけるデータ構造化



データ構造化システム(RDE)



データ構造化を進める装置の選定

NMR SEM

STEM XRD

の4装置群から
データ構造化開始



質量分析器（MS）群

FT-ICR MS new
MALDI-TOF/TOF MS
GC MS
超⾼速LC-ESI MS new

本学のARIM事業共⽤設備
核磁気共鳴スペクトル
測定装置（NMR）群

顕微鏡群

800MHz
500MHz
400MHz

TEM,STEM
SEM
AFM, SAM

光電⼦分光装置群

XPS
PYS
IPES

+ GFIS，クリーンルーム，⼯作室

2023/4/1利⽤申し込みから、データ創出設備の利⽤は、データ提供なし
とすると利⽤料⾦が割⾼に。

※⾚字はデータ構造化が終了したR5データ創出設備



実験設備の外部共⽤

2022/4/1に受付開始
R4年度実績：外部利⽤件数 44件
（⺠間企業 15件, ⼤学等 29件）

本学ARIM事業ウェブサイトから利⽤申込可能
https://www.jaist.ac.jp/project/arim/

電⼦版パンフレット
（印刷版あります）

⼤学HPトップページ
にバナーあり

利⽤者の30%は⽯川県の研究者。



ARIM事業利⽤報告書公開

利⽤内容を公開

ARIM事業ウェブサイト
https://nanonet.mext.go.jp

課題番号



ARIM事業へのデータ提供
本学のデータ登録約款（機関ごとに異なる）

⾚いアンダーラインの装置は
データ構造化が終了した
データ創出設備

データ提供の可否を
選択可



本学のR5ARIM事業利⽤料⾦

パス種類

利⽤料⾦

利⽤者区分
データ創出設備を使⽤する場合

その他の場合※
データ提供なし データ提供あり

1⽇
⼤学等 17,500円 12,250円 12,250円

企業等 35,000円 24,500円 24,500円

半年（最⼤20⽇ま
で）

⼤学等 175,000円 122,500円 122,500円

企業等 350,000円 245,000円 245,000円

年間（最⼤40⽇ま
で）

⼤学等 350,000円 245,000円 245,000円

企業等 700,000円 490,000円 490,000円

※ データ創出設備とは、データ構造化が完了し、データの収集・蓄積が行われる装置です。

データ提供「否「を選択することも可能。利⽤料⾦は⾼くなる。



ARIM事業
データ提供ポータルサイト
2023末オープン

データ提供を試験的に開始
https://nanonet.mext.go.jp ARIM事業ウェブサイト

https://nanonet.mext.go.jp/data_service/



データ提供を試験的に開始

本学技術職員の提
供したデータの例

ARIM事業技術スタッフが
R4データFSで提供したデータを公開中

現在アンケートに答え
ていただくことで無料
ダウンロードが可能

ぜひフィードバックをお願いします！

課題番号



質量分析計によるイメージングの公開講座

Bruker Daltonics製 scimaX
ARIM事業補正予算により国内⼤学で
初めて導⼊された最新型フーリエ変換
イオンサイクロトロン共鳴質量分析計

← 申込⽅法などは本学ARIM事業
HPをご覧ください。締切3/4です。



Image from ARIM Japan website, https://nanonet.mext.go.jp/

お問い合わせ先︓
国⽴⼤学法⼈北陸先端科学技術⼤学院⼤学
ナノマテリアルテクノロジーセンター内ARIM事業運営委員会
E-Mail   arim@ml.jaist.ac.jp
住所 〒923-1292 ⽯川県能美市旭台1-1
TEL  0761-51-1570

（スポーク機関代表︓⾼村由起⼦）

本学の技術スタッフがあなたの研究をサポートします。


